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研究成果の概要（和文）：「正常化」時代のチェコスロヴァキアにおいては、当時の文化政策に従わない芸術家
とその作品は存在が公式には認められなかったが、音楽家ユニオンのジャズ・セクションは、活動停止に追い込
まれるまで、そういった好ましからざる芸術家の作品を「正式」なものとして普及させることに尽力した。本研
究はジャズ・セクションが音楽だけでなく、美術、文学、演劇といった他の芸術ジャンルにおいても行なったそ
のような活動を検証し、あわせて当時の芸術の状況についても明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In Czechoslovakia during the "normalization" era, in which artists and their
 works that did not comply with the then cultural policy were not officially approved, the Jazz 
Section of the Musicians' Union made efforts to disseminate the undesirable artists' works as 
legitimate and official ones until the Jazz Section’s forced dissolution. This study has examined 
the activities of the Jazz Section, which includes not only music but also other fields of art, such
 as literature, theatre, fine and plastic arts, elucidating the circumstances of art at the time.

研究分野：表象文化論、映像文化論、比較文学

キーワード： 表象文化論　音楽文化論　東欧文化　ジャズ　現代アート　比較文化　ポピュラー音楽　美術史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 まだ冷戦時代にあった 1986年 9月、当時
東側、すなわち社会主義陣営に属していたチ
ェコスロヴァキアで、音楽家ユニオンのジャ
ズ・セクションの要職にあったメンバーが
「認可されていない商業活動」に従事したか
どで逮捕された。西側ではこれにたいする抗
議の輪が拡がっていき、中東欧関連の雑誌を
はじめとする各種メディアでも報道された。
とくに音楽家、芸術家たちがこの事件に高い
関心を寄せ、アメリカの著名な作家・芸術
家・音楽家がチェコスロヴァキア政府に、イ
ギリスの著名な音楽家たちが当時のチェコ
スロヴァキア大統領にそれぞれ請願書を送
るということもあった。 
 ジャズ・セクションの創設は 1971 年で、
当初その関心はジャズという領域に限られ
ていた。ところが、数年後にはロック、ジャ
ズロック、ブルース、ソウル、現代音楽とい
った音楽のジャンルを横断していき、さらに
は芸術のジャンルまで越えて、音楽のみなら
ず文学、演劇、造形芸術などにも拡がってい
った。しかも「合法的な組織」としての特権
を活かしてジャズ・セクションは、出版とい
う手段までも利用して、当時の社会主義芸術
の枠に収まらない創り手や作品を支援して
いった。当局側がこのようなことをいつまで
も許すはずもなく、やがて前述の事件が起き、
ジャズ・セクションは活動停止を余儀なくさ
れた。 
 この出来事については、その後チェコ本国
をのぞくと、一般の人びとはいうにおよばず、
音楽家や芸術家たち、さらには中東欧の歴史
や文化の研究者たちからも忘れられていた。
日本ではコアなジャズ愛好家たちや中東欧
文化に関心を寄せる者たちのあいだでも、こ
の出来事はもちろん、ジャズ・セクションそ
のものについてもほとんどまったく知られ
ていなかった。そのような状況のなかでわた
しはジャズ・セクションについて調べ、その
活動のあらましを当時の社会状況とともに
素描する論文（「〈グレー・ゾーン〉に生きる
芸術──「正常化」時代におけるジャズ・セ
クションの活動について」、『思想』2012 年
第 4 号）を発表した。そのさい、「正常化」
時代のチェコスロヴァキアの芸術シーンに
おいてジャズ・セクションが行なった活動に
ついてはいずれきちんと検証しなければな
らないと思うにいたった。 
 本研究を計画・構想した背景には以上のよ
うなことがあった。 
 
２．研究の目的 
 「プラハの春」弾圧のあとに訪れた「正常
化」時代のチェコスロヴァキアにおいて、上
記のようにジャズ・セクションは法の隙間を
縫うようにして、当時のオフィシャルな社会
主義芸術の枠には収まらない──ときに「堕
落した芸術」とみなされるような──創り手
の作品を「正式」なものとして普及させる活

動に力を注いだ。しかもその活動はジャズに
とどまるものではなく、音楽のジャンル、さ
らには芸術のジャンルをも横断するものだ
った。そのために弾圧・迫害され、活動停止
へと追い込まれるが、創設から解散にいたる
までの 15、6年間にこの団体がチェコスロヴ
ァキアの「公式の」芸術シーンで果たした役
割はあまりにも大きなものだった。本研究は、
その活動を徹底的に検証することを第一の
目的とし、あわせて「正常化」時代のチェコ
スロヴァキアにおいて芸術が置かれていた
状況についても明らかにすることを目指し
た。 
 
３．研究の方法 
 本研究においては以下の 4点を中心的テー
マとみなし、研究期間全体をとおして検討す
ることとした。 
（1）1971年から1987年までのジャズ・セク
ションの活動をあとづけ、その全体像を浮
き彫りにすること。「プラハの春」弾圧
後、チェコスロヴァキアではそれ以前にあ
った芸術家同盟がすべて解体され、「正常
化」の名の下に党主導で新しい音楽家ユニ
オンが創設された。そのさいの内務省の通
達を音楽家ユニオン側が都合よく解釈した
結果としてその内部にジャズ・セクション
が設置された。このようにそもそもの始まり
からして 、ジャズ・セクションは「正常
化」の産物以外の何ものでもなかった。こ
うした点に見て取ることができる歴史性を
重視しながら、ジャズ・セクションの活動
の全体像をきちんと記述し、社会主義体制
下で芸術が置かれていた状況の一端を明ら
かにするようにした。 
（2）ジャズ・セクションの出版活動が当時
のチェコスロヴァキアの芸術シーンにおい
て担っていた役割を分析すること。当時の芸
術政策からすると地下出版でしかあつかえ
なかったような作品が、会員限定のものだ
ったとはいえ、ジャズ・セクションの出版
物というかたちで「正式」なものとして公表
された。音楽、造形芸術、文学、演劇とい
った多様なジャンルの芸術作品をこのよう
に「正式」な出版物というかたちで提示
し、残したことがジャズ・セクションの活
動の最大の特徴であり、最大の功績である
と考えることもできる。収集した個々の出
版物について芸術的観点、ならびに歴史
的・社会的・政治的観点から当時それがどの
ような意味を持ったのか、どのような影響
を及ぼしたのかを検討した。 
（3）ジャズ・セクションの本来の領分であ
るジャズならびにポピュラー音楽が社会主
義体制下でどのような状況に置かれていた
かをその活動をとおして分析すること。チ
ェコ・スロヴァキアのみならず、中東欧全
般のこのようなポピュラー音楽文化にかん
する研究はたいへん立ち遅れており、本研
究テーマにはそうした遅れを補うという意



味あいもあった。ジャズ ・セクションが企
画・開催し、国内外の音楽家の交流の場にも
なった音楽祭は、ジャズだけでなく、パン
ク・ロックなど現代のさまざまなジャンル
の音楽をも取り込んだ。これがきっかけと
なり、当局側はパンク、さらにはロック全
般を激しく非難しはじめ、ジャズ・セクシ
ョンとの論争に発展していった。音楽関連
のこうした出来事を、西側の音楽情勢や東
側の政治的・社会的状況も視野に入れなが
ら検証した。 
（4）主要メンバーの逮捕・拘留からその裁
判を経て、強制的な活動停止へといたるま
での、1986-87年のジャズ・セクションの事
件を文化的観点ならびに歴史的・政治的観
点から検証すること。社会主義体制と芸術
の関係を象徴的にしめすものとも考えられ
るこの一連の出来事は、まさにそれゆえに
扱いにくい部分もあるが、ジャズ・ セクシ
ョンの活動の文化史的位置づけという観点
から考察するようにした。またこの事件は
ソ連でペレストロイカ、グラスノスチとい
った改革が推進されていった時期に重なっ
ており、このことが事件とその裁判にどの
ように影響したのか、あるいはさらに「衛星
国」の芸術にいかなる意味を持ったのかとい
う点も考慮するようにした。 
 
４．研究成果 
（1）研究成果として本テーマにかんする論
文を 3 本発表した。① 2014 年度に発表した
「ロックの詩とともに」では、ジャズ・セ
クションが当時、自由を象徴する新しい音
楽としてのロックを芸術叢書「ジャズペテ
ィト」などを通して積極的に紹介していた
事実に注目し、資料の分析を通して、ロッ
クの歌詞の翻訳が当時は文学的にも政治的
にも大きな意味を持っていたことを明らか
にした。② 2015 年度に発表した「芸術家の
「状況」」では、現代美術に特化したジャ
ズ・セクションの叢書「状況」で取り上げ
られている芸術家とその作品を、同時代の
「 西 側」の芸術の動向を視野に入れながら
検討し、当時の政治的「グレーゾーン」で
なされた、芸術の先端的な試みがどのよう
なものであったのかについても検証した。③ 
2017 年度に発表した「ジャズとそのコンテ
クストにかんする覚え書き」では、社会主
義圏でジャズという音楽が一方では嫌悪や
拒否に、他方では強い関心や支持に結びつ
く特別な意味を持たざるをえなかったこと
を論じた。音楽の流行りが変わっていくな
かでジャズとロックは相容れないふたつの
文化を形成していたが、ジャズ・セクショ
ンが両者の幸福な出会いを演出し、それがジ
ャズロックの興隆につながったこともこの
論文のなかで検討した。そこではさらに 1970
年代半ば以後のチェコスロヴァキアのオル
タナティヴ文化を担う世代がジャズ・セク
ションを中心に形成されたことも明らかに

した。 
（2）とくに 2014 年度と 2015 年度はジャズ・
セクションの出版活動を検証するためにそ
の出版物の収集に努めるようにした。その
結果、ジャズ・セクションが刊行した二大
叢書、すなわち多様なテーマをあつかうジ
ャンル横断的な芸術叢書「ジャズペティト」
（全 24 巻）と現代美術に特化した叢書「状
況」（全 15 巻）を全巻揃えることができた。
とりわけ「状況」叢書はほとんどの巻が市
場に出回らないため、全体が把握できるよ
うになったことは、ジャズ・セクションの
活動だけでなく、「正常化」時代──とりわ
け 1970 年代の終わりから 1980 年代はじめに
かけて──のチェコスロヴァキアの芸術シ
ーンのあり方を知るうえできわめて大 き な
意味を持つように思える。 
（ 3）本研究を進めていくなかで、関連する
諸領域、とりわけチェコ文化についても研
究成果を発表することができた。まずシュ
ルレアリスムを代表する詩人ヴィーチェス
ラフ・ネズヴァルの小説『少女ヴァレリエ
と不思議な一週間』を翻訳・紹介した。ネ
ズヴァルと、同じく代表的なシュルレアリ
ストであるインジフ・シュティルスキーの
作品を『性の夜想曲──チェコ・シュルレア
リスムの〈エロス〉と〈夢〉』 という標題の
下で独自に編集し、翻訳・紹介した。ほか
に映画作家ヤン・シュヴァンクマイエルの
映画『アリス』の作品世界が「子供部屋の想
像力」によって成り立っている事実を明らか
にする論文を発表した。チェコスロヴァキア
のアヴァンギャルド映画作家・写真家アレ
クサンドル・ハッケンシュミートがアメリ
カに渡ってからの活動を、とりわけマヤ・
デレンとのコラボレーションならびにさま
ざまなキーパーソンとの出逢いという観点
からあとづける文章も発表した。 
（ 4）具体的な論文というかたちでは成果発
表には到らなかったが、たとえば、ジャ
ズ・セクションが主催した国際的な音楽祭
「プラハ・ジャズ・デイズ」が具体的にど
のようなものだったのか、そしてそれが
「正常化」時代においてどのような役割を
果たしたのか、あるいはさらに、第二次世
界大戦以前のポピュラー音楽界で活躍した
作曲家ヤロスラフ・イェジェクがジャズの
伝統にどのような足跡を残したのか、といっ
たテーマについても研究を進めた。科研費の
研究期間は終了したが、ジャズ・セクション
についてはまだまだ検討すべき問題が数多
く残されている。たとえば上記のような関連
するテーマについては今後も機会をみつけ
て論文を発表していきたい。 
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